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研究成果の概要（和文）：体の組織の伸縮性を担うのは弾性線維という細胞外線維であり、老化に伴う弾性線維の劣化
が皮膚のたるみ、肺気腫、動脈中膜の硬化などの直接原因となる。弾性線維のターンオーバーは非常に遅いため、弾性
線維の再生はチャレンジングな課題である。これまで申請者は弾性線維の形成に必須の分泌タンパクを同定してきただ
けでなく、それらのうちで細胞培養に加えると弾性線維形成を強力に誘導するものを見出した。本研究では、細胞外マ
トリックスの力学的特性を評価する系を確立し、これら弾性線維形成促進因子を組み合わせて、in vitro、in vivoで
の弾性線維再生に必要な条件を見出すことを目指した。

研究成果の概要（英文）：Elastic fiber is an extracellular matrix component that plays a key role in 
tissue elasticity. Degradation of elastic fibers directly causes skin looseness, emphysema, and 
arteriosclerosis. The turnover rate of elastic fiber is extremely slow, and there have been no method to 
regenerate elastic fibers so far. We have identified several proteins that play crucial roles in 
elastogenesis, and notably one of them could induce elastogenesis in cell culture. In this study, we 
engineered an assay system to measure mechanical characteristics of the extracellular matrix produced by 
cultured cells in order to analyze how elatogenic factors affect the elasticity of the matrix, with the 
goal of finding optimal condition for elastic fiber regeneration.

研究分野： 細胞外マトリックス医学

キーワード： 細胞外マトリックス
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１．研究開始当初の背景 

弾性線維は、伸び縮みする組織（皮膚・動
脈・肺など）に多くあって、その伸縮性を担
う細胞外線維である。皮膚のたるみだけでな
く、心疾患予後悪化因子である動脈中膜硬化、
高齢者の主要疾患である肺気腫も弾性線維
の劣化・断裂が直接原因と考えられているた
め、弾性線維の劣化予防と再生は高齢化社会
における極めて重要な課題である。 
我々はマウス発生期心臓よりFibulin-5（別

名 DANCE）という分泌タンパクをクローニ
ングし（J Biol Chem 1999） 、その遺伝子
欠損マウスを作成したところ、全身の弾性線
維がばらばらになっていることを見出した
（Nature 2002）。Fibulin-5遺伝子欠損マウ
スの表現型はヒトの老化に非常に類似して
おり、皮膚は弾性が消失してたるみ、肺気腫
を来し、動脈は硬化して蛇行していた。これ
は弾性線維の形成異常によるものであり、
Fibulin-5 は弾性線維の形成に必須のタンパ
クである。 

Fibulin-5 を手がかりにして、我々は
Fibulin-5 近縁分子 Fibulin-4、Fibulin-5 結
合タンパクLTBP-2などが弾性線維形成プロ
セス（＝エラスチンのミクロフィブリルに沿
った沈着とクロスリンク）をオーガナイズす
る機構を細胞培養系と遺伝子改変マウスを
用いて明らかにしてきた（Mol Cell Biol 2006, 
EMBO J 2007, J Cell Biol 2007, Proc Natl 
Acad Sci USA 2009）。さらに最近 Fibulin-5
結合タンパクLTBP-4が細胞培養系において
Fibulin-5 とともに強い弾性線維形成誘導活
性を持つことを見出し（特許出願済、Proc 
Natl Acad Sci USA 2013）、弾性線維再生を
目指す本研究の提案に至った。 
 
２．研究の目的 
弾性線維のターンオーバーは非常に遅いた
め、弾性線維の再生はチャレンジングな課題
である。これまで我々は弾性線維の形成に必
須の分泌タンパクを同定してきただけでな
く、それらのうちで細胞培養に加えると弾性
線維形成を強力に誘導するものを見出した。
本研究では、細胞外マトリックスの力学的特
性を評価する系を確立し、これら弾性線維形
成促進因子を組み合わせて、in vitro、in vivo
での弾性線維再生に必要な条件を見出すこ
とを目指す。 
(1) 細胞培養で作られる細胞外マトリック
スの弾性測定系開発 
ヒト線維芽細胞培養で作られた弾性線維の
定量は、これまで①抗エラスチン抗体で蛍
光免疫染色された線維のイメージング解析
（ArrayScan）、②放射性ラベルされた
Valine 存在下で培養して作られた弾性線
維（アルカリ不溶画分）の定量、を行って
きたが、これらは弾性線維の機能を測定し
ているわけではない。本研究では、細胞培
養で作られた弾性線維の力学的特性を測定

する方法を開発する。 

(2) 弾性線維形成抑制因子としての
EGFL7の評価 
最近、EGFL7 という分泌タンパク質の過
剰発現マウスが弾性線維形成不全をおこす
ことが報告された。EGFL7 はエラスチン
mRNA発現を抑制するとされ、EGFL7受
容体の存在が想定される。これが正しけれ
ば抗 EGFL7 抗体などにより EGFL7 の機
能を阻害することが弾性線維再生法として
有望であるため、EGFL7の機能を評価し、
もし弾性線維形成抑制因子としての作用が
確認できれば、機能阻害抗体を作成する。 

(3) 薬剤誘導性 Fibulin-5、LTBP-4過剰発
現マウスの作成と解析 
分泌タンパク質 Fibulin-5と LTBP-4が生体
内において弾性線維形成に必須であること、
in vitro（細胞培養系）においてリコンビナン
ト Fibulin-5と LTBP-4が弾性線維形成を促
進することを我々は報告してきた。しかしこ
れらのタンパク質を過剰に産生すると弾性
線維も過剰に形成されるのかどうかは不明
である。弾性線維形成因子による生体内での
弾性線維再生の可能性を探るために、タモキ
シフェンで Fibulin-5、LTBP-4の発現が誘導
されるマウスを作成し、その弾性線維形成を
解析する。 
 
３．研究の方法 
(1) 細胞培養で作られる細胞外マトリック
スの弾性測定系開発 
ヒト線維芽細胞培養を温度によって接着性
の変わるセルシード社のプレートに蒔く。
細胞外マトリックスが作られる期間（2 週
間）培養し、アクチノマイシンＤによって
細胞のアクチン重合を阻害した後、温度を
下げて細胞マトリックス（＋細胞）シート
を作成する。シート中心部に磁性ビーズを
置いて下から電磁石によって力を加える。
力に応じたビーズの上下方向の変位量をレ
ーザー測距計にて計測する。 

(2) 弾性線維形成抑制因子としての
EGFL7の評価 
ヒト皮膚線維芽細胞で EGFL7 の発現を確
認した後、siRNAでその発現をなくしたと
きの弾性線維形成を抗エラスチン抗体、抗
Fibulin-5抗体などで調べる。 

(3) 薬剤誘導性 Fibulin-5、LTBP-4過剰発
現マウスの作成と解析 
Rosa26 locus に CAG promoter-loxP 
-stuffer-poly A-loxP-cDNA-poly A（cDNA
は Fibulin-5 または LTBP-4）をノックイ
ンしたマウスを作成し、これに全身で
CreERT2（タモキシフェン誘導 Cre）が発
現するマウスを掛け合わせ、タモキシフェ
ン投与によって Fibulin-5 または LTBP-4
が過剰発現するマウスを作る。弾性線維の



 

 

過形成がおこるかどうか、組織切片の
Elastica van Gieson染色、組織のデスモシ
ン量測定などにより評価する。 
	
４．研究成果	
(1) 細胞培養で作られる細胞外マトリック
スの弾性測定系開発 
ヒト線維芽細胞培養において作られた細胞
外マトリックスを細胞とともにシートとし
て取り出し（温度によって接着性の変わる
プレートを使用）、シートに載せた磁気ビー
ズに磁界を加えて動かし、加えた力とレー
ザー計測したビーズの変位量のグラフから
弾性・粘弾性を定量できる装置を作成した。
装置作成と計測は連携研究者の影島の協力
を得て行った。 

(2) 弾性線維形成抑制因子としての
EGFL7の評価 
ヒト線維芽細胞培養において EGFL7 のノ
ックダウンを行い、EGFL7 mRNAのノッ
クダウン効率が 90%以上であることを確
認した。しかしその後の 2週間の培養で形
成された細胞外マトリックスを調べたとこ
ろ、弾性線維形成を促進することはなかっ
た。従って、EGFL7 がヒト皮膚線維芽細
胞で弾性線維形成を抑制しているとは考え
られず、EGFL7 を標的とした弾性線維再
生療法は効果が期待できないと思われた。 

(3) 薬剤誘導性 Fibulin-5、LTBP-4過剰発
現マウスの作成と解析 
Fibulin-5 or LTBP-4の過剰発現を薬剤誘
導できるマウスを作成し、タモキシフェン
投与によってこれらタンパク質の発現が数
倍に増えることを確認した。しかしこれら
のマウスにおいて弾性線維の過剰形成は認
めていない。弾性線維の形成には上限を決
めるシステムが備わっていることを伺わせ
た。Stufferとして用いた hrGFPに毒性が
あるためか、タモキシフェンによる誘導以
前に雌のマウスが死亡することが多かった
ため、現在 stufferを stop codon x 3フレ
ームだけに置き換えたマウスを作成してい
る。また、Fibulin-5 と LTBP-4 の両方を
過剰発現するマウスを作成して解析を続け
る予定である。 
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